
１　施設の概要

２　施設の利用状況

３　指定管理者の概要

施設名
唐津市外町児童センター　他２施設
（別紙のとおり）

所在地 別紙のとおり

設置目的
児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、及び情操を豊かにするため、必要な
施設及び設備を提供し、児童に必要な指導、地域組織活動の育成、地域の児童の健全
育成に必要な活動を行うことを目的とする。

指定管理者モニタリング評価シート

評価対象年度： 令和 6 年度

施設所管課　： こども家庭 課

別紙のとおり

説　明 令和 3 年度 令和 4 年度 利用状況の傾向と増減の要因年度 令和 5 年度 令和 6

休館日 別紙のとおり 開館時間

人
令和６年度は幼児教室を開催しなかったた
め、利用者数が減少となった。

西唐津児童ｾﾝﾀｰ
主催教室利用者数

754 人 898 人 631 人 555 人
各教室の登録者数の減少のため、利用者数
が減少となった。

外町児童ｾﾝﾀｰ
主催教室利用者数

1,949 人 1,985 人 1,743 人 1,587

高串児童館について、小学校区の合併によ
り利用者が減少となった。

指定管理者

名称 社会福祉法人唐津市社会福祉協議会

所在地 唐津市二タ子３丁目１５５番地４

代表者 会長　笹山　茂成

3 月 31 日

延べ利用者数(外
町･西唐津･高串)

15,502 人 17,971 人 18,411 人 15,002 人

指定管理者の業務内容 児童館の施設及び設備の管理運営に関する業務

1 日 ～ 令和 7 年指定期間 令和 6 年 4 月

人

事業の実施状況

・小学生や中高生、就学前児童とその保護者を受け入れ、遊びの援助及び集団的・個別的指
導の実施。
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成、児童の情操を豊かにすること、運動能力を高めること、また自主
性・協調性を養うことを目的とし、各分野の講師に依頼して児童ｾﾝﾀｰ主催の教室を開催。
・子どもﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成事業の実施。（施設周辺の清掃活動、ｴｺｷｬｯﾌﾟの収集、花壇周りの
除草作業等）
・児童健全育成事業として引きこもりや不登校などの悩みを持つ児童またはその保護者を対
象とした相談窓口を設置。

職員の配置状況

常勤
正規職員、フルタイム等

非常勤
嘱託・臨時職員、パート等

常勤の内訳
・正職員(高串：１名)
・嘱託厚生員
　(外町：１名、西唐津：１名)
・臨時職員(外町：１名、高串：１
名)

5 人 15



４　指定業務の収支状況　※仕様書や協定書に記載された業務 単位：円

５　自主事業の収支状況　※行政サービス向上のため、自主的に行う事業 単位：円

令和６年度 令和５年度
増減額

決算額 決算額

利用料金収入
　※利用料金制の場合のみ

0

その他収入 17,997 18,748 -751

収　入 16,133,320 15,965,719 167,601

指定管理料 16,115,323 15,946,971 168,352

施設管理費 1,465,163 1,378,536 86,627

光熱水費 720,016 519,970 200,046

支　出 19,455,642 19,821,975 -366,333

人件費 17,703,750 17,780,396 -76,646

委託料（再委託） 266,900 217,470 49,430

保険料 105,966 135,610 -29,644

修繕費 77,550 209,055 -131,505

広告宣伝費 0 0

その他支出 160,380 505,388 -345,008

収支 -3,322,322 -3,856,256 533,934

事務費 294,731 296,431 -1,700

施設使用料 126,349 157,655 -31,306

決算額 決算額

収　入 288,000 328,000 -40,000

利益配分額 - -

令和６年度 令和５年度
増減額

主催教室参加料 288,000 328,000 -40,000

支　出 0 0

収支 288,000 328,000 -40,000



６　項目別評価

1 業務の履行状況

 (1) 運営業務（全般）

 (2) 維持管理業務

評　価　項　目 評価の根拠
(確認資料等)

自
己
評
価

市
の
評
価

適 適

施設の利用者数、稼働率を適切に管理して
いるか。

日誌
利用状況報告書 適 適

評 価 の 視 点

①運営管理

条例、協定書等に従い、開館日、開館時間
等を遵守しているか。

実施報告書 適 適

使用料または利用料金の徴収、減免手続き
等を適切に行っているか。

実地検査
収支報告書

③管理記録
業務日誌等を適切に記録し、保管している
か。

日誌
実地検査 適 適

従業員の資質向上のための指導、研修等を
適切に実施しているか。

実施報告書
出張復命書 A B

②人員体制

施設の管理運営に必要な資格、経験等を有
する人員が過不足なく配置されているか。

実地検査
実施報告書 適 適

従業員の労働条件は適正であるか。
実地検査
労働条件等確認
シート

適 適

④連絡調整

協定書等に定めた各種報告書を、期限内に
市に提出しているか。

各種報告書
実地検査 適 適

市や関係団体等との連絡調整を適切に行っ
ているか。

各種報告書
実地検査 適 適

適

緊急時の連絡体制、マニュアルを整備し、
定期的に研修、訓練等を行っているか。

非常災害避難及
び消火訓練記録
簿

A A

⑤危機管理

基本協定に定めるリスク分担に従い、適切
な対応を行っているか。

事業計画書 適 適

緊急時に直ちに措置を講じ、市に報告を
行ったか。

利用状況報告書 適

⑥個人情報保護

個人情報保護に関する法令等を遵守してい
るか。

実地検査 適 適

施設利用者等の個人情報の漏洩、滅失等の
事故防止策を講じているか。

実地検査 適 適

B

清掃、警備、衛生管理その他施設管理に必
要な業務を適切に行っているか。

実施報告書
実地検査 A B

①維持管理

省エネルギー、省資源など環境への配慮が
なされているか。

実地検査 適 適

施設や設備、備品等の保守管理（点検や修
繕等）を適切に行っているか。

実施報告書
実地検査
遊具安全点検表

A

②再委託

再委託にあたり、事前に契約方法及び契約
事項を市に報告しているか。

実地検査 適 適

再委託先からの業務報告を受けるなど、履
行状況を適切に管理しているか。

実地検査 適 適



2 サービスの質

 (1) 運営業務（利用者対応、情報発信等）

 (2) 事業実施状況

 (3) 地域貢献

3 継続性・安定性

 (1) 運営業務（経理事務、予算執行等）

 (2) 収支状況

※ 上記の評価項目、評価の視点は標準的なものであり、施設の特性に応じて調整（追加、削除）を行うこととする。

適

施設利用者への言葉使い、態度、服装等、
接遇が適切であるか。

日誌
実地検査 適 適

①利用者対応

施設利用者に対して、設備、備品等を適切
に提供しているか。

日誌
実地検査 適 適

施設の利用許可、案内等を迅速かつ適切に
対応しているか。

日誌
センターだより 適

②苦情等対応

要望、苦情等を整理し、遅滞なく市に報告
しているか。

利用状況報告書
日誌
実地検査

適 適

要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応
しているか。

日誌
実地検査
相談受付票

A B

－

④施設の
　利用状況

施設の利用者数、稼働率等に関する目標を
達成しているか。

利用状況報告書
実地検査 A B

③利用者
　アンケート

適切な利用者アンケート調査を実施し、そ
の結果が良好であるか。 － －

利用者アンケートの結果に基づき、適切な
改善策を講じているか。 －

⑤情報発信

利用者の利便性向上のため、ホームページ
等の更新、管理を適切に行っているか。

子育てし大県”
さが”プロジェ
クトHPほか

適 適

各種媒体を利用し、事業、イベントの開催
案内等の広報を適切に行っているか。

センターだより
社協だよりほか A A

A A

地元事業者からの物品調達など、地元を活
用した運営がなされているか。

実地検査
実施報告書 A A

A

①地域貢献

地元雇用を積極的に行っているか。
実施報告書
実地検査 適 適

地域の意向に沿った運営や、地域活動への
参加・協力を行っているか。

実地検査
運営委員会

①事業実施状況

事業計画に定めた事業を適切に実施してい
るか。

日誌
各種報告書
実地検査

適 適

施設の設置目的に沿った自主事業を実施
し、市民サービスの向上が図られたか。

主催教室日誌
利用状況報告書
実地検査

A

②予算執行
収支予算書の範囲内で適正に予算を執行し
ているか。

実地検査
収支報告書 適 適

①経理事務
専用口座、帳簿等を備え、指定管理業務に
係る経理区分が明確に整理されているか。

実地検査
経理規程 適 適

①経費縮減
施設の管理運営に係る経費が縮減されてい
るか。（経費削減に努めているか。）

実施報告書
実地検査 A B

③取引状況
取引先等の関係業者との関係は良好である
か。

実地検査 適 適

③収支状況
収支予算書と比較して、収支状況は妥当で
あるか。（目標を達成しているか。）

収支報告書
実地検査 A B

②収入増加
収入増加のための取り組みがなされている
か。

実地検査
(チラシの配布)
など

B B



６　総括評価及び総合評価

B

総
括
評
価

1 業務の履行状況 B 指定管理者の管理運営に対する評価・コメント

2 サービスの質 A
当該指定管理業務については、唐津市児童館条例及び唐津市児童館施設
の管理運営に関する協定書に基づき適正に管理運営された。
各児童館や児童クラブとの人事交流等による指導技術の均衡化が図られ
ており、イベント開催や活動内容について適切な広報を行えている。地
域行事への協賛品提供を行い地域貢献に努めた。

3 継続性・安定性 B

総 合 評 価



別紙

開館日数
計画 計画 実績

唐津市外町児
童センター

唐津市和多田海士町3番８号

唐津市西唐津
児童センター

唐津市二夕子２丁目５００番地１

唐津市高串児
童館

唐津市肥前町田野乙１４３番地
午後1時から午
後6時まで

午後1時から午
後6時まで

計 ３箇所 ‐ ‐

名称 所在地

次の休館日以外の日・日曜日・
国民の祝日に関する法律に規律
する休日・年末年始（12月29日
から翌年1月3日までの日）

※上記にかかわらず、市長等が
必要と認めるときは、休館日を変
更し、又は臨時に休館日を設け
ることができる。

午前１０時から
午後5時まで

午前１０時から
午後5時まで

開館時間


